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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年8月20日(2009.8.20)

【公表番号】特表2009-506113(P2009-506113A)
【公表日】平成21年2月12日(2009.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-006
【出願番号】特願2008-529107(P2008-529107)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 213/70     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4406   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 213/70    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/4406  　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月6日(2009.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式

【化１】

［式中、
　Ｒは、１～２０個の炭素原子からなる脂肪族の直鎖または分岐鎖の基であるか、または
Ｒは式（ＣＨＲ1ＣＨＹＸ）nＨで示される極性のエステル化基（ここにＸはＯまたはＳで
あり；Ｙは、Ｈ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、ＣＯＮＨ2、ＳＯ3ＨおよびＰＯ3Ｈ2からなる群か
ら選択され、ｎは１～１０の整数である）であるか、またはＲは、
（ｉ）次式で示されるアシルスルホンアミド基
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【化２】

（ｉｉ）次式で示されるスルホンアミド基
【化３】

および
（ｉｉｉ）
【化４】

からなる群から選択され、
　Ｒ1は、水素および１～２０個の炭素原子からなるアルキル基からなる群から選択され
る］
で示される化合物またはその製薬的に許容し得る塩。
【請求項２】
　Ｒが直鎖または分岐鎖の１～２０の炭素原子からなるアルキル基である、請求項１記載
の化合物。
【請求項３】
　Ｒがイソプロピルまたはイソブチルである、請求項２記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒが、式（ＣＨＲ1ＣＹＨＸ）nＨ（ここに、ＸはＯまたはＳであり、Ｙは、Ｈ、－ＯＨ
、－ＣＯＨ、－ＣＯＮＨ2、ＳＯ3ＨおよびＰＯ3Ｈ2からなる群から選択され、ｎは１～１
０の整数である）で示される極性のエステル化基である、請求項１記載の化合物。
【請求項５】
　ＸがＯであり、Ｙが水素であり、Ｒ1がＨである、請求項４記載の化合物。
【請求項６】
　高眼圧を処置するための医薬組成物であって、治療的に有効量の、式
【化５】

［式中、
　Ｒは、水素、または１～２０個の炭素原子からなる脂肪族の直鎖または分岐鎖の基であ
るか、またはＲは式（ＣＨＲ1ＣＨＹＸ）nＨで示される極性のエステル化基（ここにＸは
ＯまたはＳであり；Ｙは、Ｈ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、ＣＯＮＨ2、ＳＯ3ＨおよびＰＯ3Ｈ2

からなる群から選択され、ｎは１～１０の整数である）であるか、またはＲは、
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（ｉ）次式で示されるアシルスルホンアミド基
【化６】

（ｉｉ）次式で示されるスルホンアミド基

【化７】

および
（ｉｉｉ）
【化８】

からなる群から選択され、
　Ｒ1は、水素および１～２０個の炭素原子からなるアルキル基からなる群から選択され
る］
で示される化合物またはその製薬的に許容し得る塩を含有する医薬組成物。
【請求項７】
　Ｒが直鎖または分岐鎖の１～２０の炭素原子からなるアルキル基である、請求項６記載
の医薬組成物。
【請求項８】
　Ｒがイソプロピルまたはイソブチルからなる群から選択される、請求項７記載の医薬組
成物。
【請求項９】
　Ｒが、式（ＣＨＲ1ＣＹＨＸ）nＨ（ここに、ＸはＯまたはＳであり、Ｙは、Ｈ、－ＯＨ
、－ＣＯＨ、－ＣＯＮＨ2、ＳＯ3ＨおよびＰＯ3Ｈ2からなる群から選択され、ｎは１～１
０の整数である）で示される極性のエステル化基である、請求項６記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　Ｙが水素であり、ＸがＯであり、Ｒ1がＨである、請求項９記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　哺乳類の眼に対して神経保護をもたらすための医薬組成物であって、治療的に有効量の
、式

【化９】

［式中、
　Ｒは、水素、または１～２０個の炭素原子からなる脂肪族の直鎖または分岐鎖の基であ
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るか、またはＲは式（ＣＨＲ1ＣＨＹＸ）nＨで示される極性のエステル化基（ここにＸは
ＯまたはＳであり；Ｙは、Ｈ、－ＯＨ、－ＣＯＯＨ、ＣＯＮＨ2、ＳＯ3ＨおよびＰＯ3Ｈ2

からなる群から選択され、ｎは１～１０の整数である）であるか、またはＲは、
（ｉ）次式で示されるアシルスルホンアミド基
【化１０】

（ｉｉ）次式で示されるスルホンアミド基
【化１１】

および
（ｉｉｉ）

【化１２】

からなる群から選択され、
　Ｒ1は、水素および１～２０個の炭素原子からなるアルキル基からなる群から選択され
る］
で示される化合物またはその製薬的に許容し得る塩を含有する医薬組成物。
【請求項１２】
　Ｒが直鎖または分岐鎖の１～２０の炭素原子からなるアルキル基である、請求項１１記
載の医薬組成物。
【請求項１３】
　Ｒがイソプロピルまたはイソブチルである、請求項１２記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　Ｒが、式（ＣＨＲ1ＣＹＨＸ）nＨ（ここに、ＸはＯまたはＳであり、Ｙは、Ｈ、－ＯＨ
、－ＣＯＨ、－ＣＯＮＨ2、ＳＯ3ＨおよびＰＯ3Ｈ2からなる群から選択され、ｎは１～１
０の整数である）で示される極性のエステル化基である、請求項１１記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　ＸがＯであり、Ｙが水素であり、Ｒ1がＨである、請求項４記載の化合物。
【請求項１６】
　治療的に有効量のＥＰ２－レセプターアゴニスト活性を有するＮ，Ｎ’－ジベンジルピ
リジルスルホンアミドを投与することを含んでなる、高眼圧を処置するための医薬組成物
。
【請求項１７】
　治療的に有効量のＥＰ２－レセプターアゴニスト活性を有するＮ，Ｎ’－ジベンジルピ
リジルスルホンアミドを投与することを含んでなる、哺乳類の眼に対して神経保護をもた
らすための医薬組成物。
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